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　麻生第一中学校３年の山口雄
司くんが、１月２４日・２５日
に行われた「第９回全国中学生
創造ものづくり教育フェア」に
出場し、足立区長賞 ( 第４位 )
を受賞しました。
　この大会は、中学生による木

をつかったものづくりの技術・技能を競う全国レベ
ルの大会で、生徒が技術・家庭科で学習したものづ
くりの技術を発揮する場となっています。
　県大会で１位となり、関東甲信越大会を経て全
国７ブロックから選抜された１６名の選手が、与え
られた所定の材料を使用し、４時間以内に課題（生
活用品等を整理収納できる製品）にしたがって作品
を製作・プレゼンテーションを行う方法で競技が行
われました。
　「全国大会に向けて１ヶ月程練習を行い、最初は
６時間程度かかりましたが、本番では余裕を持って
製作することが出来ました。終わったときは、満足
できない部分もありましたが、出来上がってよかっ
たです。将来は機械関係の勉強がしたいと思いま
す。」と話して
くれました。

めざせ！「木工の技」チャンピオンめざせ！「木工の技」チャンピオン

　１月２２日（木）、茨城県庁
において平成２０年度茨城県
下水道促進週間コンクール表
彰式が行われ、新聞の部で坂
本英織香さん（大和二小６年）
が知事賞準特選を受賞し表彰
されました。

　このコンクールは下水道の理解と普及の促進を
目的として、県内小中学生を対象に、絵画・ポス
ター・作文・書道・標語・新聞・写真の６部門で行
われるもので、行方市からは４０７点の応募があり
ました。
　坂本さんは、４年連続で知事賞を受賞
「今年も受賞できてうれしいです。ありがとうござ
いました。行方市は下水道の普及率が県内でもまだ
まだ低いです。これからもっともっと普及して欲し

いと思います。」
と受賞の喜びを語っ
てくれました。
　また、作文の部で
浜田征樹さん（麻生
小５年）、新聞の部
で河野遥南さん（三
和小４年）、標語の
部で英保佑佳子さん
（羽生小６年）がそ
れぞれ佳作を受賞さ
れました。
　おめでとうござい
ました。

４年連続で受賞しました４年連続で受賞しました
茨城県下水道促進週間コンクール茨城県下水道促進週間コンクール
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２
月
９
日
（
月
）
玉
造
小
学
校
に
お
い
て
『
玉

造
小
学
校
地
区
児
童
・
生
徒
見
守
り
隊
』
発
足
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
の
安
全
を
地

元
住
民
の
手
で
高
め
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
青
少
年
育
成
行
方
市
民
会
議
玉
造
小
学
校
地

区
協
議
会
（
稲
葉
智
之
会
長
）
が
中
心
と
な
り
行

方
警
察
署
の
指
導
を
受
け
、区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

２
４
０
名
の
隊
員
の
皆
さ
ん
は
下
校
時
に
家
の
前

で
声
か
け
を
す
る
な
ど
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

会
長
の
稲
葉
智
之
さ
ん
は
、
子
ど
も
達
に
「
お

互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
地
域
の
み
な
さ
ん

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
と
仲
良
く

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
る
い
地
域

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
玉
造

地
区
が
モ
デ
ル
に
な
り
こ
の
活
動
が
ほ
か
の
地
域

に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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茨
城
県
で
は
３
名
の
国
際
交
流
員
が

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
加
し
自
国
の
文

化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
行
方
市
国
際
交
流
協
会
が
実

施
主
体
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
の
ア
ン
バ
ー
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
迎
え

ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

行
方
市
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

し
た
が
、
参
加
し
た
小
学
生
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
建
国
の
歴
史
、
自
然
な

ど
の
紹
介
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
制
服
を
着
て
み
た

り
、
踊
り
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
短
い
時

間
で
し
た
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
（
金
）
津
澄
小
学
校
の

４
・
６
年
生
を
対
象
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
削
減
に
有
効
な
太
陽
の
光
や
風
力

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
な
ぜ
大
切
か

を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
勉
強
し
た
あ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
板
に
ペ
ン
で
下
書
き
を
し
、
最
適

と
思
う
形
状
の
羽
を
は
さ
み
で
切
り
抜

き
風
車
を
製
作
、
う
ち
わ
で
扇
い
で
発

電
を
確
認
し
た
り
、
発
電
し
た
電
気
で

模
型
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
を
通
し
、
電
気
を
作
る

こ
と
の
大
変
さ
、
大
切
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

病
院
で
「
体
重
を
増
や
し
過
ぎ
な
い

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
の
に
食
べ
な
く
て

は
ま
ず
い
の
で
は
？
そ
う
思
っ
て
も
、

又
言
わ
れ
る
の
が
嫌
だ
か
ら
健
診
の
日

は
朝
食
抜
き
、
体
重
計
に
の
る
前
に
可

能
な
限
り
服
を
脱
ぐ
・
・
・
な
ん
て
こ

と
し
て
ま
せ
ん
か
。或
い
は
逆
に「
も
っ

と
食
べ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
困
っ
た

こ
と
は
な
い
で
す
か
？
更
に
血
圧
や
尿

糖
・
尿
蛋
白
・
貧
血
等
が
加
わ
る
と
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
？

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
は
妊
娠
週

数
や
実
態
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
妊
婦
さ

ん
も
胎
児
も
将
来
生
活
習
慣
病
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
何
を
ど
の

位
摂
れ
ば
良
い
の
か
等
、
具
体
的
に
分

か
り
や
す
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
的
な
成

長
を
願
い
、
妊
娠
に
関
し
て
悩
む
方
々

に
情
報
の
提
供
・
相
談
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

◇
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
異
な
る
内
容
の
コ
ー

ス
を
３
ヶ
月
１
サ
イ
ク
ル
で
行
い
ま

す
。

◇
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
１
回
だ
け
の
参

加
も
Ｏ
Ｋ

お
問
合
せ
・
申
込
は
お
気
軽
に

★
健
康
増
進
課（
北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
９
１
（
３
４
）
６
２
０
０
ま
で

内 容

Ａコース：妊娠中の栄養
（妊婦とお腹の子のために必
要な栄養の摂り方）

Ｂコース：妊婦体操・お産の進み方・
　　　　　出産の準備
Ｃコース：母乳栄養とおっぱいの手入れ・
　　　　　家族計画・パパの妊婦体験・
　　　　　父親の役割

ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン

ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

行
方
市
国
際
交
流
協
会

胎
児
期
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
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平
成
17
年
に
５
件
の
農
家
で
栽
培
が

は
じ
ま
っ
た
「
わ
さ
び
菜
」。
北
浦
鍬
頭

会
議
農
業
活
性
化
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
生
産
者
、
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や

Ｊ
Ａ
な
め
が
た
な
ど
の
関
係
機
関
が
一

体
と
な
り
、
導
入
か
ら
普
及
に
努
め
ま

し
た
。
栽
培
法
や
販
売
法
な
ど
山
積
み

だ
っ
た
課
題
を
克
服
し
、
初
出
荷
か
ら

３
年
を
向
か
え
た
昨
年
４
月
、
行
方
市

わ
さ
び
菜
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

『
わ
さ
び
菜
』
が
銘
柄
推
進
産
地
に

『
わ
さ
び
菜
』
が
銘
柄
推
進
産
地
に指

定
さ
れ
ま
し
た

指
定
さ
れ
ま
し
た

現在の銘柄産地等の指定現在の銘柄産地等の指定

◇銘柄産地
　かんしょ（麻生地区）
　エシャレット（玉造地区）
　いちご（玉造地区）
　セリ（広域）
　みず菜（北浦地区）

◇銘柄推進産地
　わさび菜（市全域）

総務省茨城県テレビ受信者支援センター
（愛称『デジサポ茨城』）の業務開始

－茨城県における地上デジタル放送に関する受信相談体制を整備－

　総務省では、２０１１年７月の地上デジタルテレビジョン放送への完全移行に向けて、２月２日に「水
戸市南町３－４－１４」に「総務省茨城県テレビ受信者支援センター」を開所しました。
　テレビ受信者支援センターでは、テレビ受信者の皆さまに円滑に地上デジタル放送に移行していた
だくよう、デジタル化に関する相談対応や受信実態の調査、さまざまなアドバイス提供など、地域実
情に応じた「受信者サポート」を行います。

テレビ受信者の皆様からのお問合せについては、

 「総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター」
 （地デジコールセンター） において一括して受け付けます。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
              （地デジコールセンター）
              （電　　話）０５７０－０７－０１０１
              （受付時間）平日　　　　９時～２１時
　　　　　　　　　　土日・祝日　９時～１８時

（地デジコールセンターとテレビ受信者支援センターは、相互に連携・協力の下、地上デジタル放送
の普及推進を図ります。）

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
づ
く

り
、
競
争
力
の
あ
る
産
地
の
育
成
を
目

指
し
活
動
を
進
め
て
き
た
結
果
、
こ
の

た
び
、
わ
さ
び
菜
が
茨
城
県
の
銘
柄
推

進
産
地
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
方
市
わ
さ
び
菜
部
の
塙
一
雄
部
長

は
「
競
合
産
地
も
増
え
て
厳
し
さ
も
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、
銘
柄
産
地
指
定
に
向
け
て
努
力

し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
さ
び
菜
が
、
銘
柄
産
地
に
指
定
さ

れ
れ
ば
、
行
方
市
誕
生
後
初
の
作
物
。

今
後
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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２月１日、霞ヶ浦ふれあいランドにおいて
表彰式がおこなわれました

第3回なめがた環境保全第3回なめがた環境保全
フォトコンテストフォトコンテスト

　霞ヶ浦をはじめとする県内の湖沼、河川の水環
境を保全していくための、市民・企業・行政といっ
た３者連携強化や市民団体間のネットワーク形成
を図ることを目的に、「いばらき水環境フォーラム
　パートナーシップで進める水環境保全」が２月５
日に土浦市民会館大ホールで開催されました。
　行方市からも家庭排水浄化推進協議会会員と水質
監視員が合同研修で参加。家庭排水協磯山会長が行
方市の水質浄化運動をパネラーとして報告し、長く
活動していてもなかなか改善されない霞ヶ浦の水質
の現状や、ひとり１人の毎日の責任ある行動が求め
られていることを訴えると会場の参加者も共鳴して
いました。参加団体の活動や、パートナーシップの
あり方を研修した参加者は、「参考にして今年の水
環境保全運動へ繋げたい」と話していました。

『いばらき水環境フォーラム』『いばらき水環境フォーラム』

移動展示会を実施中行方市の水環境保全運動を報告

　環境保全行方市民会議は市民の環境保全意識
を高めてもらおうと、第３回なめがた環境保全
フォトコンテストの入賞作品を市内の公民館等
において移動展示を実施しています。近くへお
こしの際は是非ご覧ください。

　今後の移動展示日程
　２月２７日から３月　８日まで　北浦公民館
　３月１０日から３月２２日まで　麻生公民館
　３月２４日から４月　２日まで　霞ケ浦環境科学センター
　　　　　　　　　　　　　　　 「展示交流広場」
　　　　　　　　　　　　　　（土浦市沖宿町１８５３）
　
※入賞作品は行方市ＨＰにも掲載しています。

　「春の最初の花」という意味を持つプリムラ
は、花を育てるのはめんどうでいや！と決め付
けている人の心を変えてしまう花です。
　手がかからず、寒い冬でも比較的簡単に育て
ることができるからです。木々や花々に優しく
接することは、人にもやさしくなれ、寛大な気
持ちで接することができます。どこか調子が悪
いと、とかく消極的になりますが、プリムラは
生きる喜びと、やる気を与えてくれます。
　ちなみに花言葉は「会話がはずむ」です。

環境一口メモ

環境保全・緑化活動紹介環境保全・緑化活動紹介

　今月の地域の環境保全・緑化活動紹介は・・（ご
みがごみを生まないように・・）行方市在住の匿名
希望さんで、ごみを拾っての独り言を紹介します。
「気持ちよく毎日散歩をしたいためとはいえ、毎日同
じ道を歩いて、なぜごみを毎日拾っているのだろう？」
「どうせ捨てるのなら、目立つところに捨ててくれれ
ばいいのに・・きっと人は良心があるからここなら捨
ててもわからないところへ捨てるのね・・」
「こんなに犬の糞ばかり落ちている道路・・東京で
は必ず犬を散歩させるときには、ビニール袋と割り
箸を持って歩くのに田舎は持って歩いている人が
いない・・飼い主のマナーに問いかけたい」
　ごみがごみを呼ばないようにという気持ちで拾
い続けてはや２０年・・で拾ったものは・・→ビニー
ル袋に入れたごみ、マンガ本、コーヒー缶、小型ラ
ジオ、ホイールキャップ、カミソリ、紙おむつ、靴、
たばこの吸殻、なんでこんなところに！・・時には
田んぼの中まで入って・・その日に落ちていたごみ
日記までつけるようになりました・・　対応策も考
えてみるのですが・・　
　　○ごみ捨て禁止の看板をもっと増やす
　　○一日一拾いをみんなが目指せば・・きっと

行方市のこの美しさをずっと保つため
に・・・がんばっていきます


